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「海外プレゼン等に関する100条調査特別委員会」設置される     

＜100条調査特別委員会設置の経緯＞ 

 8月 8日 大久保市長就任 

 8 月13日 市長が市長室で副市長、総合政策部長、政策企画課長に民間企業を紹介。この会社からインド

ネシア交流プランの説明を受ける。（このプランには市長の選挙公約や8月22日～26日の飯

能市がインドネシアを訪問及び年内に市長がインドネシア訪問、インドネシアの代表が飯能

市を訪問、2014年には留学生の交流事業などを行う計画が盛り込まれている。   裏面参照） 

この場で、市長は職員を派遣するよう要請（指示）したとのこと。 

       この計画は、市の事業計画に無く、議会にも報告されていないもの。 

 8月16日 市長が市長室に副市長、教育長及び全部長を集め上記の計画を民間企業から説明させる。 

 8月22日 インドネシアに向け市職員1名、市議会議員2名、民間企業2社（市内1社、都内1社）出発 

 8月23日 現地の農業団体の農場や日本語学校を視察訪問 

 8月24日 観光ＰＲのブースで飯能市の観光ＰＲ 

 8月25日 市職員がパソコンを操作し、議員2名が飯能市の観光ＰＲのプレゼンを行う（夢馬など使用）。 

職員は現地の新聞に飯能の観光推進のＰＲコメントする（8月26日のじゃかるた新聞WEB版） 

 8月27日 5名全員、日本に帰国 ･･･8月22日～26日迄、上記の計画書の通りの行動（裏面参照） 

     （8月23日～26日迄の記録が写真、動画付きで議員のブログに掲載されていた） 

9月6日頃から 議員のブログで8月23日～26日が削除される （10月6日頃に一部復活） 

 9月 9日 鳥居が「海外プレゼンに関する緊急質問」を行うが市長は、インドネシアの行動は私的な事な

ので知らないと答弁  

 9月19日 議会の代表者会議で関係部長、課長、政策顧問から説明を受け、8月13日、16に民間企業から

インドネシアとの交流計画を資料により説明されたとのこと。 市長答弁と食い違いが判明。 

 9 月 27 日 議員全員に上記の資料が配布され、インドネシアとの交流計画、今回の現地での日程やプレゼ

ンが行われた様子などの説明を受ける。 

10月1日 議会閉会日。 100条委員会設置（賛成12名、反対6名－椙田、野口、金子、山田、新井、滝沢議員） 

＜100条調査特別委員会について＞ 

議場での市長の発言は非常に重いものです。 

市長が知らないと言うことの真偽の確認や、今後インドネシアとどの様に交流を進めようとしていたのか 

などの確認を行うもので、これは、警察などが行う捜査とは全く異なり行政事務が適正に行われていたの 

か調査するものです。また、私的であればどこの国、都市とも自由に交流を進めてきて良いと市長は答弁 

していますが果たして、職員、議員が自由勝手にやったのでは、市側が混乱を招くのでは無いでしょか。 
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